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学術研究活動の中で生成された学術資
源のオープン化は、学術研究の促進目的
ばかりでなく、社会的要請からも求めら
れてきています。

しかしながら現状は、学術研究分野
（理工・人文など）や機関・組織（大
学・博物館・自治体など）が異なると、
オープン化に対する認知や動機・普及状
況にも大きな差異があることは否めませ
ん。また、多くの機関・組織では、一つ
の機関内で生成された学術資源が複数の
リポジトリ等のシステムに散在していま
すし、組織的なオープン化推進という観
点からは、包括的な管理体制モデルの構
築も急務です。

本セミナーでは、学術研究機関が機関
リポジトリ等において公開・発信する
オープンな学術コンテンツを“グリーン
コンテンツ”とし、研究データ、博物館
資料に関するメタデータ及び資料画像
データ等も視野に入れた多様なコンテン
ツとして再定義します。その上で、コレ
クション構築のあり方や、コンテンツの
利用を促進するための手法を探ることを
テーマとしてとりあげます。

オープン化推進機関・図書館関係者・
学術研究者などを交えて、今後の多様な
学術情報流通に関する議論をおこない、
日本の将来における学術資源のオープン
化のイメージを広く共有するとともに、
リポジトリ等による学術資源管理の具体
的な道筋を探りたいと考えています。

第4回 SPARC Japan セミナー2014

■司会進行
三角 太郎（千葉大学）

■講師
山下 俊介（京都大学）
武田 英明（国立情報学研究所）
南山 泰之（国立極地研究所）

＊講演後に講師を含めたパネルディスカッ
ションをおこないます。
＜モデレータ＞

堀井 洋（学術資源リポジトリ協議会）
＜パネリスト＞

林 和弘（科学技術・学術政策研究所）

■申込み方法
下記サイト内のお申込みボタンからお申込みく
ださい。
http://www.nii.ac.jp/sparc/event/2014/
20150309.html
※ 申込完了後、受付票がメールで送信されます
ので、当日ご持参ください。 申込後、数日経っ
ても返信が届かない場合や、キャンセルご希望
の場合は下記へお問い合わせください。

■申込期限
平成27年3月3日（火）

■お問い合わせ先
国立情報学研究所 学術基盤推進部
学術コンテンツ課支援チーム SPARC担当
E-mail: co_sparc_all@nii.ac.jp
FAX: 03-4212-2375

主催:SPARC Japan
(国立情報学研究所)
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